
はじめに 
 

 情報専門学科カリキュラム J07 は，2006-2007 年度をかけて情報処理学会の情報処理教育委員

会の下で策定された。2008 年度には見つかった誤りなどの修正や不備な点の補正が行われた。こ

の報告書は，それらの結果を集大成したものである。 

 J07 は，1997 年度公表のカリキュラム標準 J97 の後継として策定されたものである。J97 は，“コンピ

ュータサイエンス教育カリキュラム”と銘打って，情報専門教育での一群の科目を提示していた。そ

の上で，当時すでに広がりつつあった情報専門教育の多様化に応じるため，九つの標準履修コー

ス例がそれら科目の組合せとして示してあった。 

 J07 では，さらに進んだ情報分野の多様化に対応するため，情報専門教育をその目標とするとこ

ろによって CS，IS，SE，CE，IT の五つの領域に分け，領域ごとにカリキュラム標準を示した。各カリ

キュラム標準は，その領域での教育対象となる知識項目を整理し分類して示した知識体系を定め，

その中でその領域の教育として最低限押さえておくべき項目をコアとして指定したものである。す

なわち，具体的な科目をどう構成し，カリキュラムをどう組み立てるかは，教育機関の創意工夫にす

べて委ねていて，わずかに参考としてコアをカバーする科目構成の例が示してあるに過ぎない。 

 2006 年度には，IEEE-CS と ACM が共同開発した CC2005[1]を土台として，J07 としての CS，IS，

SE，CE，IT の知識体系とコアを策定する作業が行われた†1。国際的な標準としての CC2005 との整

合性を保ちつつ，日本での情報専門教育の状況に対応したものとすることに努力が払われた。こ

こまでの成果は，2007 年 3 月の情報処理学会全国大会において発表され，J07 中間報告[2]として

公表された。 

 2007 年度には，CS, IS, SE, CE, IT の 5 領域について，知識体系のコア項目をすべて包含した

具体的な科目構成例を開発する作業が行われた。また，知識体系については，産学人材パートナ

ーシップの情報処理分科会†2 経由で産業界のレビューを受け，産業界との意見交換を行ったほか， 

IEEE-CS の関係者を訪問して CC2005 についての聞き取り調査も行って，知識体系・コアの見直し

作業を進めた†3。2007 年度には，また，情報専門教育に加えて，一般情報処理教育のカリキュラム

標準が GE の名称で追加された。この GE の内容は，情報処理教育委員会の下に設けられてい

る一般情報処理教育委員会が長年にわたって整備してきた一般情報処理教育のカリキュラムを，

情報専門教育のカリキュラム標準にならって，知識体系・コアの形にまとめ直したものである。これ

らの成果は，2008年3月の情報処理学会全国大会において発表され，学会のウェブを通じて公表

された。 

 2008 年度に入って，これまでの成果を要約して情報処理学会誌「情報処理」2008 年 7 月号[3]

に特集して発表を行った。CS, IS, SE, CE, IT のそれぞれの担当委員会は，引き続きそれぞれの知

識体系・科目構成例について注意深く見直しを行い，見つかった誤りなどの修正作業や不備の補



正作業を行った。GE の担当委員会では，知識体系・コアの見直しとともに，そのコアに対する科目

構成例（カリキュラム例）の開発作業にあたった。また，新たに副専攻としての知識体系とコアを定

める委員会を設けて，情報専門学科ではないものの，副専攻として情報を扱う学科向けの知識体

系とコアを策定する作業も開始した。GE のカリキュラム例や副専攻の知識体系・コアは，2009 年 3

月の情報処理学会全国大会で発表する。 

 この報告書は，2009 年 2 月までに整備できた CS, IS, SE, CE, IT の知識体系・コアとそのコアに

対する科目構成例（カリキュラム例），および GE の知識体系・コアを取りまとめたものである†4。この

報告書が，情報専門教育および一般情報処理教育に活用されることを期待している。 

 最後に，J07 の活動に対して，国際的には IEEE Computer Society および ACM, 国内的には

産業界，文部科学省・経済産業省，情報処理推進機構，国立情報学研究所など，多方面からご

支援をいただいたことを記して，感謝の意を表したい。 
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